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本
市
の
教
育
委
員
会
所
管
の
施
設
は
、

小
学
校　

校
、
中
学
校
７
校
、
幼
稚
園
４

１９

園
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
３
ヶ
所
等
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
社
会

的
な
問
題
で
あ
る
少
子
化
の
影
響
は
深
刻

で
、
現
在
市
内
小
学
校
の
５
校
に
お
い

て
、
複
式
学
級
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
数
は
平
成　
２５

年
度
ま
で
に
、
約　

％
の
減
少
が
予
想
さ

１５

れ
る
な
ど
、
学
校
運
営
等
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
常
陸
大

宮
市
の
義
務
教
育
施
設
等
の
適
正
な
配
置

と
今
後
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
に

お
い
て
審
議
を
重
ね
、
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

『常陸大宮市義務教育施設適正配置審議会』の答申

　11月20日、市義務教育施設適正配置審議会

（岡山和夫会長ほか委員29人）から市教育委員

会細谷篤正委員長へ答申書が提出されました。

常陸大宮市 義務教育施設適正配置基本計画
― 教育資源の有効活用にむけて ―

常陸大宮市常陸大宮市　義務教育施設適正配置基本計画義務教育施設適正配置基本計画
― 教育資源の有効活用にむけて ―― 教育資源の有効活用にむけて ―
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小学校の『適正規模』と『適正配置』
　学校教育法施行規則では、小学校の学級数について「１２学級以上１８学級以下」を標準としていますが、現状と
課題、施設規模、市民アンケート等の結果、地域の成り立ち（コミュニティ）や地理的条件などを踏まえ、常陸
大宮市における小学校の適正規模を次のように定めます。

常陸大宮市における小学校の適正配置
　今後、過小規模校及び小規模校となることが予測
される小学校については、小学校の適正規模を満た
すよう施設規模や地理的条件などを考慮した上で適
正に配置することとします。また、遠距離通学とな
る場合はスクールバスなどによる通学支援を検討し
ます。

①複式学級の解消を図る。
・適正規模の観点から複式学級（２つの学年で
１６人以下）を避ける。

②１学級４０人を基本とするが、１学年１学級の場
合は、概ね２０人以上を標準規模とする。
・市民アンケートによる「４０人に満たない場合
は２０～３０人」を反映する。

③既存の施設を利用する。
・現在の校舎の活用と施設規模を踏まえた学級
編制を前提とする。

１学級の人数の考え方

　なお、地域の成り立ち（コミュニティ）や地理的
条件などの理由で、「１学年１学級の学級編制とな
る場合は、概ね２０人以上」を小学校の標準規模とし
ます。

常陸大宮市における小学校の適正規模
６学級～１６学級（１学年１～３学級程度）
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中学校の『適正規模』と『適正配置』
　学校教育法施行規則では、中学校の学級数について「１２学級以上１８学級以下」を標準としていますが、現状と
課題、施設規模、市民アンケート等の結果、地理的条件などを踏まえ、常陸大宮市における中学校の適正規模を
次のように定めます。

常陸大宮市における中学校の適正配置
　小学校の再編による通学区を基本とした学区の変
更を図ることや、既存の学校施設の状況や生徒の安
全確保等を念頭に置いて、学校の統廃合による適正
配置を行います。また、遠距離通学となる場合はス
クールバスなどによる通学支援を検討します。

◆現在と将来の学校規模

中 学 校小 学 校
規模区分

Ｈ31Ｈ19Ｈ25Ｈ19

第一中・山方中
美和中・緒川中
御前山中

美和中
御前山中

小場小・塩田小・世喜小
檜沢小・八里小

大場小・小場小・塩田小
檜沢小・伊勢畑小

過小規模校
（１～５学級）

大宮中・第二中

第一中
第二中
山方中
緒川中

村田小・大場小・上野小
大宮小・大賀小・玉川小
山方小・山方南小・嶐郷小
小瀬小・(仮称)御前山小

村田小・上野小・大賀小
玉川小・世喜小・山方小
山方南小・嶐郷小・小瀬小
八里小・野口小・長倉小

小規模校
（６～11学級）

―大宮中大宮西小大宮小・大宮西小
適正規模校

（12～18学級）

７校７校17校19校合 計

規模区分は「これからの学校施設づくり｣（昭和５９年旧文部省助成課資料） による

①原則として１学年単学級の解消を図る。
・クラス替えにより、新しい仲間との出会い、
自己発見、人間関係を学ぶ。

②１学級４０人を基本とするが、１学年１学級の場
合は、概ね３０人以上を標準規模とする。
・市民アンケートによる「４０人に満たない場合
は３０人」を反映する。

１学級の人数の考え方

　

本
市
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
減

少
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
よ
り
良
い
教
育
条
件
、
教
育
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
児
童
生

徒
や
学
級
数
の
将
来
推
計
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
か
ら
、
常
陸
大
宮
市
に
お
け
る

義
務
教
育
施
設
等
の
適
正
配
置
を
示
し
た

当
審
議
会
の
答
申
実
現
に
向
け
、
行
政
当

局
は
も
と
よ
り
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

も
適
正
配
置
の
実
現
に
最
大
限
の
努
力
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴

史
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
深
い
結
び
つ
き
を

持
っ
て
お
り
、
本
市
の
約
３
４
８�
と
広

大
な
市
域
を
考
慮
す
る
と
、
学
校
の
適
正

配
置
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実

情
や
学
校
に
対
す
る
地
域
の
考
え
方
、

種
々
の
問
題
点
な
ど
を
十
分
聴
取
す
る
と

と
も
に
、
遠
距
離
通
学
と
な
る
児
童
生
徒

へ
の
通
学
支
援
や
通
学
区
域
の
弾
力
的
運

用
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
常
陸
大
宮
市
に
お
け
る
学
校
の

適
正
規
模
化
を
図
る
た
め
、
本
答
申
に
基

づ
き
、
今
後
、
よ
り
具
体
的
な
義
務
教
育

施
設
適
正
配
置
計
画
を
策
定
し
、
適
正
配

置
に
向
け
た
条
件
が
整
い
し
だ
い
計
画
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。（

申
答
書
よ
り
抜
粋
）
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　なお、地理的条件などの理由により、適正規模を
満たす学級編制が困難で、「１学年１学級の学級編
制となる場合は、概ね３０人以上」を中学校の標準規
模とします。

常陸大宮市における中学校の適正規模
６学級～１５学級（１学年２～５学級程度）
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美和中
3学級
107人

山方中
6学級
198人

緒川中
6学級
129人

御前山中
4学級
116人

第一中
6学級
166人

大宮中
12学級
419人

第二中
6学級
225人5学級63人

大場小
5学級63人
大場小

小場小
4学級35人

6学級148人
村田小

上野小
9学級235人

大宮小
12学級296人

6学級93人
世喜小

上野小
9学級235人

大宮小
12学級296人

大宮西小
13学級429人

6学級93人
世喜小

大賀小
6学級163人

玉川小
6学級96人

山方南小
6学級141人

山方小
6学級171人

檜沢小
4学級41人

6学級136人
嶐郷小

八里小
6学級78人

小瀬小
6学級140人

長倉小
6学級80人

伊勢畑小
4学級36人

6学級71人
野口小野口小

塩田小
5学級47人

◆現在の学校の場所と通学区域 ＊数字は平成１９年５月１日時点の学級数と児童生徒数

Ｈ31Ｈ30Ｈ29Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17学 校 名

405422433431452439446432459435429410419438459大 宮 中

中

学

校

82101105111120145146159157160155161166167167第 一 中

188203201212202209205220219213211214225232235第 二 中

96125141150136140138158161174170187198219223山 方 中

51517081918781787596102111107111115美 和 中

475563687390100103114118126124129142147緒 川 中

79859185807693959894106103116113125御前山中

9481,0421,1041,1381,1541,1861,2091,2451,2831,2901,2991,3101,3601,4221,471合　　計

教育統計情報及び住民基本台帳登録者数より

◆児童生徒数の推計

Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17学 校 名

162160158162161157148156154村 田 小

小

学

校

566663697066635761大 場 小

282626252930354047小 場 小

210219226230232241235246240上 野 小

232253263278288297296288286大 宮 小

95113129136150157163163162大 賀 小

748089909310396103104玉 川 小

242832313642475150塩 田 小

606872798187938388世 喜 小

488487474451445448429423433大宮西小

133139148153159164171184198山 方 小

113122133135135137141144153山方南小

384039383935414250檜 沢 小

94102118124130127136140136嶐 郷 小

728098106116133140150154小 瀬 小

434855626071787985八 里 小

353332373737363743伊勢畑小

656565646663718371野 口 小

646770777274808687長 倉 小

2,0862,1962,2902,3472,3992,4692,4992,5552,602合　　計

単位：人
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施
設
等
の
教
育
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
「
望
ま

し
い
学
校
規
模
」
を
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
７
月
に
「
学
校
の
規
模
と
通
学
区

１９

域
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
民
２� 
０
０
０
人
を
対
象
（
無
作
為
抽
出
）
に
、
平
成　

年
７
月

１９

　

日
〜　

日
に
、
郵
送
配
布
、
郵
送
回
収
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

１３

２７

（
回
収
率　

・
７
％
）

３７

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」に
関
す
る

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」 に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜 
粋
）

「
学
校
の
規
模
と
通
学
区
域
」 に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜 
粋
）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�
　

－

１
１
１
１　
　

５２
内
線
３
３
５
・
３
３
８

問
い
合
わ
せ
先




